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　 佐野一彦（ 1903 〜

1997） は、1945 年 4

月に神戸から加茂郡伊

深 村（ 現 在 の 美 濃 加

茂 市伊 深 町） に 疎 開

し、1997 年 に 94 歳

で亡くなるまで伊深で

暮らし、広い分野で著

述活動をした。資料は

ほとんどそのまま自宅に残されており、そのうち約

7,000 枚の写真資料は、既に美濃加茂市に寄贈さ

れてリスト化されている。その一部は、美濃加茂

市民ミュージアム「ていねいな暮らしのあったこ

ろ」 展（2009 年 12 月）で紹介している。

　写真以外の資料群は次のとおりである。

　（1）日記

　（2）著作原稿

　（3）書簡類

　（4）音声テープ、スライド写真

　これらの資料の調査は 2012（平成 24 ）年 6 月

から、美濃加茂市伊深町の佐野宅において、次女

綾目氏の全面的協力のもと始まった。このうち、（1）

の日記については、疎開後の 73 冊の「伊深日記」

（ 伊深村に疎開する以前、及び伊深日記後を含め

ると合計 310 冊が現存）を目録化し、一部は、美

濃加茂市民ミュージアム『佐野一彦の「伊深日記」』

展（2013 年 12 月）で紹介した。（2）と（3）につ

いては、日記の仮整理後、順次取りかかり、今回（2）

の著作原稿 481 点について目録化が終了したので

報告するものである。なお、（2）（3）（4）について

は、2014 年（平成 26 年）10 月 22 日付で当館に

寄贈された。

　著作原稿の内容は、大きく分けて①思想史、古

典文学など大学講義録を中心とした学術に関するも

の②「伊深の民俗と歴史」や「伊深小学校百年史」

編纂など地域に関するもの③佐野家や個人に関す

るもの④各雑誌・新聞の寄稿を含めた随想・詩歌

である。佐野の研究領域は極めて多岐にわたって

いるが、今回整理を行った資料からその全貌の一

部が窺い知れる。

　2012 年度から断続的に調査を進めてきたが、今

年度、詳細な整理作業をおこなった。

　作業は、渡辺祐子（当館学芸員）と可児光生（当

館館長）が中心になって進め、池戸桃子、入江隆亮、

岡田彩花（いずれも当館学芸係臨時職員、岐阜大

学教育学部在籍）が入力作業などに関わった。

（わたなべゆうこ　美濃加茂市民ミュージアム学芸係）

（かに　みつお　美濃加茂市民ミュージアム　館長）

佐野一彦資料目録 (著作原稿の部 )

渡 辺 祐 子

可 児 光 生
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【凡　例】

⒈　資料の並びは、分類（【分類表・分類番号】参照）順とし、次に作成年月日順とした。作成年月日の記載の
ないものは、同じ文書で巻数が付してあるものの場合は巻数順で並べたり、内容の同じまとまりで並べた
りして、それ以外は、その後に並べた。ただし中には、作成年月日があっても、巻数順。名称や内容のま
とまりで並べたものもある。たとえば分類のうち、分類 210（2. 原稿著作 [ 地域 ]　1. 伊深、0. 総記）は、
作成年月日ではなく、巻数順や名称・内容のまとまりを優先してに並べた。分類 130（1. 著作原稿 [ 学術・
教養 ]　3. 文学・古典）及び分類 430（4. 著作原稿 [ その他 ] 私的なものも含む　3. 和歌・詩歌）に、各々
巻数が多いため、巻数順や名称・内容のまとまりで並べ、かつその中で作成年月日順に並べた。

⒉　「文書名」は、表紙に記されたものを採用している。
⒊　「内題」は、見開きに書かれている文書名である。表紙と重複する名称が多いが、そのまま書き出した。
⒋　「区分」は、「手稿」と「印刷」に分けた。「手稿」は、いわゆる手書き原稿の意で、「印刷」は、手刷り、

刊行物を問わず多数刷り写したものの意である。手稿の場合、草稿か成稿かは未確認である。ただ原稿
によっては明記されているものもある。

⒌　「形態」は「冊」「綴」「部」「袋」等で区分した。そのうち「綴」とは、糸でかがって和綴じにしたものと、
原稿を折り合わせたところまでで、紙で覆ってある状態のものと、おおまかに二通りある。

⒍　「作成年（和暦及び西暦）」は、手稿の場合、記載があるものは日付とともに書き出し、印刷した雑誌、新
聞の場合は、発行年月日、または文末にある年月日（おそらく作成日）を記載した。製本時の年月日のみ
記載のものは、製本年「以前」と表記するか「頃」等と表記した。和綴じの原稿は、作成と製本の時期に
ひらきがあることが多々ある。

⒎　「大きさ」は、資料の大きさを縦×横（単位：㎝）で表記した。
⒏　「注記」欄の「　」は、資料本文からの引用・抜粋である。特に意図的に抜き出したものでなく、序やあと

がきに記載されている部分をメモ程度に記した。
⒐　「備考」欄は、資料の補足説明などを示した。
⒑　　「受入番号」は、受入時に付した整理番号である。
⒒　歴史的仮名遣いや旧字体は、記述のままを原則とするが、一部現代仮名遣い、新字体に書き直したものも

ある。

【分類表・分類番号】　
　※　著作原稿には、手控え、メモ、抄録、他書籍からの写し等も
　　　含まれる。

１．著作原稿 [ 学術・教養 ] 大学講義・講座 等
　　　１．思想・文化　　→　分類　１１０
　　　２．歴史・民俗　　→　分類　１２０
　　　３．文学・古典　　→　分類　１３０
　　　９．全般・その他　→　分類　１９０

２．著作原稿 [ 地域 ]
　　　１．伊深
　　　　　０．総記　→　分類　２１０
　　　　　１．歴史・民俗　→　分類　２１１
　　　　　２．小学校等　→　分類　２１２
　　　　　９．その他　　→　分類　２１９
　　　２．美濃加茂市
　　　　　１．美濃加茂市史　 全体　→　分類　２２１
　　　　　２．美濃加茂市史　 民俗　→　分類　２２２

　　　　　３．美濃加茂市史　 歴史　→　分類　２２３
　　　　　９．市史以外　→　分類　２２９
　　　３．岐阜県・その他
　　　　　１．全般　→　分類　２３１
３．著作原稿 [ 家族 ]
　　　１．自伝　→　分類　３１０
　　　２．親族　→　分類　３２０

４．著作原稿 [ その他 ] 私的なものを含む
　　　１．随想　→　分類　４１０
　　　２．小説　→　分類　４２０
　　　３．和歌・詩歌　→　分類　４３０
　　　９．その他　→　分類　４９０

８．他の資料　　→　分類　８００
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